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あらまし：人文科学分野の研究資料・デーからウェフゃ公開システムを構築するツールとして Greenstoneを紹介し、

国文学資料（和刻本研究情報）への応用事例を報告する。具体的に使用した研究情報データと構築の手順、実行

例、特に外部 DBへのリンク参照方式の利用について説明する。さらに、Greenstoneで構築したシステムが共同作

業でDBを構築するツールとして利用可能であることについても述べる。最後に地理情報の利用可能性について簡

単に触れる。

Summary : Greenstone is introduced as the tool for building Web System仕omHuman Science research 

documents and information. The case study to develop the web system using Greenstone仕omthe research 

information about Chinese ancient books published in Japan. The d巴tailsare explained about what kind of 

information is used, how to build it, how it runs, especially how to link to external DB. Next th巴 possibilityof 

cooperative working to collect research information using this system at anywhere in this world is discussed. 

Finally it is also touched the possibility of using Geographic Information System in such system of Human Science 

shortly. 
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1. 人文科学研究情報の組織化・公開

人文科学分野での研究情報も、目録・書誌・調査研

究情報から、翻刻などの全文テキストデー夕、さらにデ

ジタル画像へと、利用できる計算機技術の進歩、デジ

タルカメラの高性能かっ低価格化や記憶メデ、ィア・装

置の低価格化に伴い、容易になってきた。

しかしながら、蓄積した研究情報を公開しようとする

と同様に容易になてきたとは言い難い。初期のカード

型 DBや ROBの時代は、商用のPCアブ。リケーション

(DBMSなど）がサポートするウェブ、インタフェースを

利用し、データ蓄積の延長上で公開が可能で、あった。

全文データの作成が熱を帯びて来ると、データの交換

が盛んになり、また文字列処理ツールが利用されるよ

うになった。ウェプの普及に伴い、データの公開・ダウ

ンロード、が容易になり、さらにnamazuに代表されるHP

内全文検索を目的にしたフリーソフトウェアが多く出現

し、全文検索は誰でも容易に利用できる当たり前の環

境になってきた。デジタル画像作成が容易に廉価に

可能になり、蓄積は急激に増加してきた。幸い記憶装

置・メディアは大容量かっ低価格化の一途を辿ってい

るが、大量の画像を如何に見る／見せるかについて

は、 PCのブラウザやアルバムソフトなど、個人ユース

には耐えるが、公開するとなると容易にウェブ、システム

を構築できるとしづ訳にはし、かない。

現状のモニタ精度やネットでのデータ転送スピード

に耐える程度の品質の画像データであればアルバム

式写真ホステイング（HTMLでのJPEG配信）で可能で

あるが、研究利用に耐える精度の高品質（データ大）

をネットスピードに耐え、かっ高い閲覧機能を持つシ

ステムとなると、イメージサーバなどの利用が必要にな

る。さらに、書誌情報や全文情報と画像を融合して利

用したいのは当然の要求であり、個別のシステム開発

が必要になる。

（電子）図書館を始め大学や大きな公共機関では、

様々なシステム開発の試みがなされてきてしも。しかし

ながら、人文科学分野では研究者が個人または研究

グ、ループなど小規模で、質の高い研究情報を蓄積して

いる例も多く、その体制での公開となると現実問題とし

て難しい。

本稿では、蓄積されてきた人文科学研究資料・デー

タをウェブ、上に容易に公開するためのツールとして、

オーフ。ンソースソフトウェア電子図書館システムの中で

も代表的なGr四 nstoneを紹介し、その利用事例として

和刻本の『見返序蹴刊記集成』に応用した例を報告す

る。

2. Greenstoneの紹介

Greens tone lまGNUGPL(GNU General Public 

License）の下に配布されてしも電子図書館を構築、サ

ービ‘スするオープンソースソフトウェアである［l］。構築

システムとサービスシステム、そして構築システムを簡

便に使うためのインタフェース GLI(Greenstone 

Librarian Interface)[2][3][ 4[5][6][7］からなる。

「構築」は一般のアプリケーション開発に相当する。

しかしながら Greenstoneは開発とし、うより自動生成に

近い。特に初心者向けには、電子コレクションにしたい

対象のドキュメントを指定すれば、 ドキュメントの種類を

判定しそれに合わせたウェブ、システムを作ってくれる。

「サービス」は構築された電子コレクションをウェブ、方

式で、インタネーットを通して広く利用に供する。一番簡

易にはGreenstoneが持つウェブサーバ機能を使うこと

ができ、 Apachなどの汎用のウェブ、サーバを使うことも

可能である。

「インタフェースGU」はコレク、ンョン作成の指定をビ、

ジュアルに行うことが可能で、設定変更を即座に反映

し’再構築＆実行”を繰り返すプロトタイプ方式で効率

的に開発できる。ユーザの技術力に合わせて4段階の

モードが準備され、ソースドキュメントの指定だけで自

動的に標準的なコレクションが生成される初J心者用か

ら複雑なドキュメントの構造に合わせた詳細なオプシヨ

ンを指定で、きるエキスパート用まで、使い分けが可能で

ある。

機能や特長を簡単にリストアップしておく。詳細は

[8][10］を参照されたい。

－多種プラグイン

－検索用インデ、ツクスの自動作成

．分類（配列）機能

－自動／自由な表示フォーマット

・メタデータの自動抽出・設定・利用

－標準WebSe円 er-Web browserでアクセス可能

．マルチ言語対応

・マルチメデ．イアド、キュメント対応

．マルチ言語インタフェース

・マルチプラットフォーム対応（WindowsUnix MacOSX) 

．スタンド‘アロン環境～サーバ環境まで、サポート

・ノンストップ運用形態

・ソース／実行形式とも高し、ポータビリティー
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3.国文学研究資料の事例

和刻本で重要となる見返序政刊記の記述を調査・

収集したExcelデータを対象とし、 Greenstoneで、ウェ

ブ公開シス．テムを構築した事例を報告する。

3. 1和刻本の『見返序駿刊記集成』

館蔵漢籍58点と当館がマイクロフィルムで、所蔵する

漢籍を合わせて1,600点について、その紙焼本を使

用して見返・序・政・干Jj記、全ての記述についてデータ

収集を行った（館内『和刻本研究プロジェクト』によ

る）。

データ例

番号.El0020 

書名訳解笑林広記

著者名：清（遊戯主人）編 ［遠山園陀］（一暖道人）貼

刊：干リ本

書障：（江、玉巌堂和泉屋金右衛門）

見返序蹴刊記’情報：

見返O 文政己丑（十二年）新鱗遊戯主人纂輯・一

＝道人訳解笑林庚記東都書房玉巌堂務先

序O 序鍬髭里漫題子咲・・

蹴×

刊記O 三都書物問屋京都寺町通松原下ル町勝村

治右衛門・大阪心斎橋通北久太郎町河内屋喜兵衛・

江戸日本橋通一丁目須原屋茂兵衛・同浅草茅町二

丁目須原屋伊八・同日本橋通二丁目須原屋新兵衛・

同所山城屋佐兵衛・同芝神明前岡田屋嘉七・岡本石

町十軒店英屋大助・同浅草庚徳寺前和泉屋庄治郎・

同横山町三丁目和泉屋金右衛門

外字：＝ :004403 

当館所蔵の漢籍58点、約190冊については、画像

データを参照で、きるよう全頁デジタル撮影を行ってい

る。その他、典拠として長沢規矩也氏著『和刻本漢籍

分類目録』をデータ化している。個々の書誌情報は当

館の和古書目録DB、マイクロ資料目録DBを利用す

る。

3. 2ウェブ、公開システムの設計

今回使用するデータの関係を図uこ示す。個々の

データの紹介と、 Greenstoneを使ってウェブP公開シス

テムを構築する方法を説明する。

イ． 『見返序政刊記集成』データは Excelデータのま

まExce!Plugプラグ‘インを使って Greenstoneに取

り込む。代わりに CVSPlugプラグインでの取り込

みも可能である。

ロ． 書誌情報は和古書目録DB・マイクロ資料目録D

Bから抽出し、 MetadataXMLP!ugプラグインを使

ってメタデ、ータとして取り込む。csvデータとして

の取り込みゃ、事前に『見返序政刊記集成』lこマ

ージしておくことも可能である。

ハ．典拠である『和刻本漢籍分類目録』は、事前に書

名・刊年で、のマッチング処理を行い、 『見返序蹴

刊記集成j]（こマージしておくことにする。典拠DB

として独立して動かしておき、実行時にリンク参照

することも可能である。

ー デジタル画像は、高精細JPEG2000をjuGe Muサ

ーパに入れて、 Greenstoneから呼び出すことによ

り、高機能な外部アプリケーション（ウェブ、ブ、ラウザ

のプラグイン方式）の JuGeMuPlayerを使い高精

細画像の閲覧可能とする方式をとる。精度は落ち

るが軽いJPEGにしてImagePlugプラグインで取り

込み、汎用ウェブ、ブ、ラウザ上で、閲覧する方式も可

能である。

ホ．全国漢籍DB（京都大挙人文科挙研究所付属漢

字情報研究センターと東京大学東洋文化研究所

附属東洋学研究情報センターの共同作成、前者

がウェブサーヒースを行っている）が著名である。35

機関の所蔵、約62万レコードが蓄積されている。

平成19年に、 一部京都大学人文科学研究所附

属漢字情報センター所蔵分6,517件がNACSIS

-CATIこ収録され、全国漢籍DBへのリンク参照

も可能となっている。

本システムからも、リンク参照は可能であり、今

後『見返序政刊記集成』データ収集を引き続き追

加作業をする際、全国漢籍 DBを参照しながら情

報採取をする方式も取れる。特に全国の司書・研

究者との共同作業の形で行う場合には、強力な

ツールとなり得る。逆に、全圏漢籍 DBから当方

DBへリンク参照が有益と考えられる場合は、歓迎

する。
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3. 3ウェブ公開システムの構築手順

GLIを使って実際に指定する内容（ウェブ、システム

の仕様に当たる）を、構築の手順に従って説明する。

1. 対象ソースドキュメントの指定（Gather):

Exceデータl・XMメタデータファイルを指定

2. メタデータ追加（Enrich）：なし

3. 設計（Design):

3.1 プラグ、イン

Exce!Plugを選択

3.2 検索インデ‘ックス

全文検索：書名，著者名，書感，見返

序駿刊記情報を指定

3.3 ブラウジングの分類

分類：書名，著者名，刊年を指定

4. 作成（Create):

4.1 取込オプ、ンョン既定値のまま

4.2 構築オプ、ンョン既定値のまま

5. フォーマット（Format)

5.1 全般

トップ頁の説明文を入力

5.2 検索既定値のまま

5.3 表示フォーマット

書名分類：書名一著者名（書感）一刊年

著者分類：著者名（書態）一書名

刊年分類（刊年毎）：書名一著者名

個々データ：著者名書名刊年 ID

書感序駿刊記

に変更他は生成された既定値のまま

5.4 固有マクロなし

（）内は GUで表示されるタブ名であり、以上の選択

を順次指定してして。終了すると、作成（Create）タブ‘の

「構築（build）」ボタンを押す。指定された対象ソースド

キュメントを読み込み、分析し、ド、キュメントタイプに合

わせて個々のデータ・メタデータを抽出する。引き続き

プラグ、インの既定値とユーザ指定された作成指示（仕

様)Iこ従って、検索用インデ‘ックス、検索用プログラムと

結果（個々のデータ）表示用 HTML、各分類ピ、ューで、

の表示用 HTML等々のウェブ、公開システムのパーツ

が生成される。

既定値のままで、オリジナルド、キュメントの意味合い

に沿った動くウェブ、システムが作られる。実際に動かし

てみて、変更したい所に手を入れ、再度動かして確認

するとし、う（修正→再構築→実行）プロトタイピング方

式でシステムの構築・改造を行える。

［開発環境］

•WindowsXP 

・最新版 Greenstone2.7 .5(Nov. 9th, 2007リリース）

・Perl5.8.8+CPANモジュール

3. 3実行例

構築されたウェブ、公開システムを実行した例のスクリ

ーン、ンヨットを図21こ掲載する。左上の画面が「書名分

類」ビューの表示、その中の1件のデータを表示したの

が左下の画面。さらに、画像ImageServer (JuGeMu 

Server）をリンク参照し、外部アプリケーション(JuGeMu

Player）を利用し当該画像を閲覧しているのが右の画

面である。

3. 3共同DB構築ツールとしてのシステム

Greenstoneは、既存ドキュメントを公開できるウェブ

システムとして構築（ほぼ自動生成）するとし、う面で非

常に強力なツールであるが、一方、コレクションにデー

タを追加していく、または作り込んでしてのにも9齢、威

力を発揮する。 Librarianをはじめ計算機非専門家にも

容易に構築システムを使うためのビジュアルインタフェ

ース GLI(GreenstoneLibrarian Interface）は、データの

追加を容易に行え、特にメタデータを直接入力するイ

ンタフェースを持っている。更に、検索や分類項目の

変更や、少しの HTML知識があればそれぞれの頁の

表示内容やレイアウトの変更ができる。これは公開シス

テムの改造にあたる。

今後、今回構築したウェブ‘システムを使って、和刻

本の所蔵者（図書館司書や個人）や調査する地域研

究者など外部の人も含めて、このDBを遠隔地から共

同で構築してしてのにも利用できる。

Greenstoneは、サーバークライアント形式で

GU-Clientから Greenstoneサーバへのリモートアクセ

ス・コレク、ンョンの編集・構築が可能で、ある。従ってイン

ターネット上のど、この遠隔地からでも同じコレクションの

構築作業に参加できる。共同で、DBを構築するツール

として使えるのである。共同作業で利用するために、ユ

ーザ管理（Group）機能を持ち、次の3タイプのグルー

プが準備され、アクセスコントロールを行える。
all-collections-editor 
personal collections-editor 
<collection-n創ne>-collection-editor:

GU-ClientはJavaappletで実現されており、ネットワ

ークがあれば非常に軽装なマシンで、利用可能である。
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4. 地理情報の応用について

最近の著しし、地理情報技術の発展に伴い、 Google

Map、国土地理院の電子国土を始め地図製作機関の

提供する地図情報は研究分野から日常生活にまで浸

透している。ウェブ上での地図利用方法も公開されて

おり、誰で、もHPから容易に地図を参照可能になって

いる。

今回の和刻本の例でも、漢籍の出版地を地図上で

参照したり、全体の分布を地図上に重ね合わせるなど

の応用例が考えられる。先に述べた外部DBへのリン

ク方式と同じ方法で容易に実現可能である。ソースド

キュメント中に、またはメタデータとして個々の本の出

版された位置を座標または地名で入力しておき、実行

時に該当場所の地図を参照する。また、全ての本の位

置情報を使って重ね合わせデ、ータを作成しておき、実

行時に地図と重ね合わせることによって分布図を参照

することもできる。

人文科学分野での研究対象資料は、「場所・時間」と

の関連が強く、種々の研究情報を検索、参照する時も、

地理情報と連携しフィルタリングが効率良く行えたり、

新しい関連やアプローチを発見することもあるであろう。

逆に、情報提供する側にとっても、地理情報と連携さ

せることにより、異なる多くの方向からのアプローチや

示唆に富んだ情報の見せ方の可能性を広げてくれる

と考える。

5. おわりに

Greenstonの紹介と和刻本研究資料を対象にした

Greenstonによるウェブ、公開システムの作成事例を紹

介した。［10］では和古書の書誌目録コレクションを、

[9][10］では原本画像と翻刻テキス卜の同期頁めくりの

作成事例の報告を行った。人文科学分野の研究資料

を対象とする情報の構造を考えてみると、

0目録情報

O目録＋調査情報テキスト＋画像

O画像＋翻刻テキスト（or注釈）

で多くの場合をカバーできると思われる。

対象とする（取り込み）データも

BibTexPlug BookPlug EMAILPlug ExcelPlug FoxPlug 

HBPlug HTMLPlug ImagePlug lndexPlug ISISPlug 

LaTeXPlug MARCROPPlug MARCPlug METSPlug 

MP3Plug OA!Plug OggVorbisPlug PagedlmgPlug 

PDFPlug PPTPlug ProCitePlug PSPlug RecPlug 

R巴f巴rPlugRogPlug RTFPlug SRCPlug 

TEXTPlug W3lmgPlug WordPlug ZIPPlug 

と多種のプラグインが用意されているので、収集しただ

け、文書入力しただけのデータから、既に DBに入れ

であるもの、印刷物にしたものまで、ありとあるゆる種類

の情報をウェブ、システム化することが可能で、ある。今回

は紹介で、きなかったが、プラグインの仕様を自分用に

カスタマイズ‘したり、新たなプラグインを作るなど、オー

プンソースソフトウェアならではの拡張性の高さにもこ

こで触れておく。

本稿で、はウェブ「公開」システムと呼んできたが、言

うまでもなく、クローズドなメンバ内のみでので公開や

個人利用も可能である。自分が検索利用しやすくする

ための情報整理ツールとしても有効である。

今回紹介した事例でも、外部 ImageServerへのリンク

を使用している。メディアの異なるデータを融合して使

うためには、それぞれのメディアに適した専用サーバ

を利用し、 DBからDBへのリンクを使うことにより、既存

のDBを容易に利用したり、軽い新たな開発コストでの

ウェブ、システム構築を可能とするなど、一つの良い手

段である。また、イメージ、ビデオなど新しし、メディアに

ついては、外部アプリケーションを利用する方が、汎用

のウェブ‘ブ‘ラウザの制約を受けず、高機能で良い場合

もある。

国文学はじめ人文科学分野でのDB、特に専門色

の濃いDBの構築は、従来クローズ‘ド、なスタッフの手でS

行われてきた。所蔵目録や研究情報などは、現物がな

いとデータ採取ができない種のものであり、例えば古

典籍のように日本中、世界中に散在しているものの調

査が必要な類は、所蔵者や地域専門家に参加しても

らいインターネット上で、共同構築してしく形態が望まれ

ている。その一例である当館古典籍総合目録構築シ

ステムの開発については［9］で報告している。

インターネット上で‘は、 Wikipedia,WIKIなど不特定

多数が参加して大規模な知識・情報を作り上げていく

文化が根付き、これらの共同作業用のシステムの中に

は利用できるものもあるが、 DBには必ずしも適してい

ない。何よりこの文化は、人文科学分野には馴染に難

し、かもしれない。

Greenstoneはこの目的での使用も期待され、大規

模DBの世界規模での構築に安定的に耐えるか否か、

これから実験・評価をしたい。

円。
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